
猫を愛する秘密結社エリザベス３
さて，今回は，わが秘密結社員００３，００９両名にインタビューを試みました。「我が家の可愛いおともだち」です。

まずは，秘密結社エリザベス００９談。
志野と織部（雑種でしょ？）は兄弟です。
空き家になった限界集落の実家から，
織部は弟が引き取り，

 

 

 

 

 

 

志野はうちに来て，5ヶ月目に交通事故で突然亡くなってしまいました。
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3匹の子猫（ペルシャ（チンチラ）／市（イチ）・ギズモ・茶々）は，
そのひと月後にうちにきたのですが，
3匹を持ってしても，ぽっかりと空いた志野の穴はふさがりません･･･。
美猫でした(T_T)。けんかっ早くて，甘えんぼでした。
「うちの子に限って」・・・は，無いっ・・・と，痛感させてくれた子でした（号泣）。

3人組はもつれて写真に撮ると，一体どこがなにやら・・・
モシャモシャ･･･。　モシャモシャの肉球回りの毛を刈るのが，
ものすごくむずかしいんですけど～。
ひっかくし，かむし，うなるし，逃げるし。。。
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（ 三匹揃うとやっぱり、すごいですね〜モフモフ〜❤︎）

 

 

続いて，秘密結社エリザベス００３談。
神楽ときつねです。
神楽ちゃんは、６歳の雌猫。
臆病な性格で、家族の前にはほとんど姿をあらわしません。毛が長いので、モフモフしたいのですが、少しでも触ろうものなら、引っ掻か
れてしまいます･･･
だから，神楽を洗うときは，大変です。
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きつねは、８ヶ月の雄猫。昨年の夏に汚れてボロボロの姿で家の庭に現れたので、迷わず保護しました。やんちゃで甘えん坊。神楽ちゃん
とは正反対の性格。
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（↑野良猫時代のボロボロきつね）
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（きつね，つるつる～お肌きれい～）

 

 

おともだちみんな愛くるしいですね。

南木弁護士の「今週の埼玉総合」にあったように，「癒し 」 です。

ちなみに2月22日（ニャン，ニャン，ニャン）は猫の日。

3人組がもらわれてきたのも同じ日でした。

 

弁護士　伊藤明生

 

 

 

 

 

 

I　AM　KENJI
イスラム国の後藤健二さんの事件はとても残念な結果に終わりました。

https://saitamasogo.jp/archives/65664


後藤さんが、どれだけ素晴らしい活動をしておられたかは、この事件により初めて知りました。
他方、安倍首相の対応は、せっかく日本が積み上げてきた「敵を作らない外交」を、いとも簡単に放り投げてしまったように思います。

イスラム国というより、イスラム国を産む土壌を改善していくことができる唯一の西側諸国が日本だったように思うのですが、その地位を
放りだしてしまいました。

それが安倍首相の不注意のせいか、あるいは意図して行ったものか。

 

私たち弁護士は紛争の解決を日々の仕事にしています。依頼者が非常に怒っておられる場合にも、その怒りに共感しながら、他方で冷静に
何が依頼者の方にとって一番利益かを考え、行動します。

その観点からすると、今回の安倍首相は、日本国民にとって最低の代理人だったのではないかと思います。
後藤健二さんの死を心から悼む人たちが呼びかけているように、憎しみの連鎖をうまないように、後藤さんの仕事の成果を広く広く広げて
いきましょう。

 

 

弁護士　髙木　太郎
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雪の降る町を
今年のはじめ、所用で長野県に行きました。
よく晴れた日だったのですが、日が落ちるにつれて、嘘のように雪が降り始めました。
僕の知っている雪の降り方ではありませんでした。
とにかく小粒で、淡々と、降り続きました。とても積もるような雪には見えませんでした。
でも、その雪は、まったく溶けることなく地面に積もっていきました。
雪は、視覚的にだけでなく、聴覚的にも世界を変えていきました。
雪は、音を吸い込みながら降り続き、周囲から音を奪いました。
はじめて、「しんしんと雪が降る。」という表現を実感しました。
 

そして、今週、埼玉にも雪が降りました。 僕の知っている雪でした。
 
なんだよ、こんなもの。もはや雨じゃないか。
しとしと降りやがって。めんどくさい。
 

雪は面倒です。降らないほうが助かります。  ただ、どうせ埼玉にも降らすのなら、みぞれのような雪ではなく、素敵な雪を降らせてほし
いものです。

https://saitamasogo.jp/archives/65654


 弁護士　竹内　和正

ＲＡＩＳＥ　ＴＨＥ　ＷＡＧＥ！！
日弁連貧困問題対策本部の一員としてアメリカを訪問調査中。
今朝は、ロサンゼルス市庁舎前で行われた最低賃金引き上げ集会に参加。
アメリカでは、最低賃金引き上げ運動が各地で行われており、実際、多くの都市で最低賃金が引き上げられてきています。
ここロサンゼルスでも、市長が、最低賃金を時給１３ドル２５セントまで引き上げることを表明し、様々な市民団体が連携して、市長の決
断に敬意は表明しつつも、より高く、時給を１５ドルまで引き上げることを要求しています。今朝の集会も、多数の市民団体が連携して企
画したもので、とてもパワフルな集会でした。ロサンゼルスでは、これから、１００万人の労働者に影響を及ぼす可能性がある大規模な最
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低賃金引き上げ運動が展開されていくとのことです。
最低賃金の引き上げは、貧困の拡大に歯止めをかけるための重要な方策の一つであり、また、消費の活性化や生産性の向上にもつながり、
企業にとってもメリットがあることです。
日本でも、最低賃金の大幅な引き上げが必要です。
「ＲＡＩＳＥ　ＴＨＥ　ＷＡＧＥ！！」

弁護士　猪　股　　正
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平和な時間

 

ある冬晴れの日曜日、面会交流（子どもと離れて暮らしている親が子どもと交流すること）に同行し、公園に行きました。
走り回る幼子とその後をぎこちなく一緒に追いかける両親。私はベンチから見守っていました（こんな仕事もたまにあります。）。
見回すと、たくさんの親子連れが、休日を思い思いに楽しんでいます。
青空の下、子ども達は、目一杯はしゃぎ、大声を出し、全力で遊び、笑う・・・服が汚れるとか次の予定など考えずに。
ふと「平和」の文字が浮かんできました。
ずっと引きとめておきたいような、穏やかな時間でした。

弁護士　谷川生子
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癒やし
私は実家の隣の駅に住んでいるため、よく実家に帰ります。

うちの家族は大の猫好きで、現在６匹の猫を飼っており、
実家に帰るとその６にゃん達に癒やされるという大いなる楽しみがあります。

猫は、その名の通り一日の大半を寝て過ごします。
特にうちの子達のように全く外の世界に出ない子達は、
まったく防衛本能が育たず、無防備な寝姿で私を癒やしてくれます。
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私のベッド（もう私のベッドではなく猫のベッドとなっていますが）で
あられもない姿で寝ているにゃんこ達に添い寝させて頂くのが、
何ものにも代え難い至福の時です。
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弁護士　南木　ゆう

新年のご挨拶
あけましておめでとうございます。

今年もよろしくお願い申し上げます。

 

皆様は、年末年始をどのように過ごされましたか。

私は、年末に実家に帰省しました。久しぶりに両親の顔を見て、一緒に食卓を囲むとほっと安心した気持ちになります。年越しそばの後に、
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お雑煮やおせち料理を食べるのも幸せなひとときです。

私の大学院の際の恩師は、しばしば正月休みを「充電期間」と呼んでいまいしたが、本当にそのとおりだと思います。

大晦日には今年１年を振り返り、元旦には今年１年の抱負を自然と考えます。お正月を迎えると、心機一転、気持ちが充電されて、また仕
事をがんばろうと気が引き締まります。

本年も、宜しくお願い申し上げます。

 

 

弁護士　　月岡　朗

 

最後のチョコレート
皆様、アドベントカレンダーをご存じでしょうか？
アドベントカレンダーとは、カレンダーに設けられた２４個の窓を、１日１個の開けていき、気が付くと、クリスマスが到来しているとい
う素晴らしい代物です。
窓の中には、絵が描かれていたり、お菓子が入っていたりします。

そんなアドベントカレンダー、我が家も買いました。
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ツリーの形をしており、木の実？の中にはチョコレートが入っております。
今月は、毎朝１個のチョコレートを楽しみに生きてきたといっても過言ではありません。
そんなチョコレートも昨日で最後でした。

今日から私は何を楽しみに生きていけば良いのでしょう。
そんなくだらないことを考えていたクリスマスでした。

弁護士　黒澤　瑞希

 

宇治の古老柿（ころがき）
京都から、箱いっぱいの古老柿（ころがき）が届きました。山岳部時代の友人からです。
こんなにたくさんの干し柿は初めてです。
メッセージも添えられていました。
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古老柿は、宇治茶の産地である京都府の宇治田原町の名産
茶園の霜よけとして、柿の木が茶畑の中に植えられ、冬になると収穫の終わった田んぼに「柿屋」と呼ばれる何層もの棚がある独特の干し
場が組み立てられる。

皮をむいた柿が「柿屋」に並べられ、２～３週間山里の寒風にさらされ乾燥される。
表面に白い粉がふいたら完成。
１２月中旬に「初市」が開かれ、出荷が始まるのだそうです。

友人のメッセージは、
「まさしくその土地の文化を象徴するもの。
こうした地方のよき伝統や文化を破壊していくのが、アベノミクスであり『農業改革』です。」
という言葉で締めくくられていました。

古老柿、ありがとう。
経済ばかりを強調し、自然への畏敬を失い、一人ひとりの人の、人としての生活を輝かせることの価値を忘れた政治は、政治の名に値しな
いと思います。
困難なときですが、だからこそ、あきらめず、力を合わせて、がんばろうね。

（追記）
古老柿の販売期間は、１２月中旬～翌年１月ころで、２月になるとほとんどなくなってしまうそうです。
販売についてのお問い合わせは、こちらにもあります。
→　京都府のホームページ

（注）
「柿屋」の写真は、アグロエコロジー新聞（ブログ）から引用させていただきました。
→　アグロエコロジー新聞

弁護士　猪　股　　正

http://www.pref.kyoto.jp/yamashiro/nourin/1197941315892.html
http://agro-ecology.blogspot.jp/2014/11/korogaki-in-ujidawar.html


「お湯が出ない！」
先週、自宅の給湯器が故障しました。

すぐに復旧ができないとのことで、１週間自宅でお湯が使えない生活を強いられました。

仕方がないので近所のスーパー銭湯に通いました。

せっかくお金を払ってお風呂に入るので、スーパー銭湯のあらゆる効能を享受したいという気持ちになり、長い時間温泉に浸かり、ジャグ
ジーと足つぼ湯で入念にマッサージをしました。

結果としていつもより健康な状態になれました。

 

 

弁護士　鴨田譲
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